
　

実
り
の
秋
。
農
作
物
の
収

穫
に
感
謝
す
る
秋
祭
り
が
に

ぎ
や
か
で
す
。
友
人
が
リ
タ

イ
ア
し
て
か
ら
丹
後
の
田
舎

で
農
業
（
米
作
り
）
を
始
め

ま
し
た
。
親
戚
や
友
人
た
ち

か
ら
指
導
を
受
け
、
収
穫
し

た
お
米
は
一
等
米
の
評
価
を

受
け
た
と
の
連
絡
が
あ
り
ま

し
た
▼
で
も
、
お
米
の
引
き

取
り
価
格
が
低
価
格
で
、
肥

料
代
や
稲
刈
り
、
籾
摺
り
代

な
ど
の
実
費
を
差
し
引
く
と

数
万
円
の
赤
字
だ
そ
う
で
す

▼
米
作
り
に
必
要
な
機
械
代

な
ど
は
計
算
外
で
、
全
て
の

必
要
経
費
を
含
め
る
と
大
赤

字
で
、
農
業
の
厳
し
さ
を
実

感
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
収

穫
の
う
れ
し
さ
も
半
減
で
す

▼
政
府
が
推
し
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平

洋
経
済
連
携
協
定
）
は
、
関

税
を
撤
廃
し
自
由
貿
易
を
さ

ら
に
拡
大
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
。
外
国
か
ら
安
い
農

産
物
が
大
量
に
輸
入
さ
れ
、

日
本
の
農
業
は
成
り
立
た
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
▼
食

の
安
全
も
な
い
が
し
ろ
に
さ

れ
、
消
費
者
に
と
っ
て
も
メ

リ
ッ
ト
は
な
い
の
で
す
。
Ｔ

Ｐ
Ｐ
か
ら
早
く
撤
退
し
、
収

穫
の
喜
び
が
と
も
に
味
わ
え

る
農
業
に
し
た
い
も
の
で

す
。�

（
友
藤
弘
子
）

中
野
眼
科
本
院

　
神
経
眼
科
セ
ン
タ
ー
長
に

京都医療生協理事長

山田　亮三

年に一度は受診を
今年も無料眼科健診

ら
れ
て
い
ま
す
。
中
野
眼
科

で
は
、
こ
の
実
績
を
生
か
し

て
、
抗
血
管
内
皮
増
殖
因
子

剤
硝
子
体
内
注
射
（
眼
底
の

病
巣
に
生
じ
る
、
破
れ
て
出

血
し
や
す
い
新
生
血
管
を
抑

え
る
薬
剤
を
眼
球
内
に
注
入

す
る
治
療
）
を
主
と
す
る
網

膜
疾
患
等
の
専
門
診
療
も
京

大
病
院
と
の
連
携
の
も
と
に

担
当
し
ま
す
。

　

杉
山
院
長
（
緑
内
障
専
門

診
療
）、
中
村
副
院
長
（
日

帰
り
白
内
障
手
術
）、
宮
本

神
経
眼
科
セ
ン
タ
ー
長
を
中

心
に
、
医
師
・
看
護
師
・
視

能
訓
練
士
・
職
員
が
一
体
と

な
っ
て
診
療
強
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

大
徳
寺
前
診
療
所
が

新
規
開
設

　

大
徳
寺
前
診
療
所
が
、
六

月
か
ら
始
動
し
ま
し
た
。
簡

素
で
す
が
最
新
の
検
査
機
器

を
備
え
た
、
頼
り
に
な
る
診

療
所
で
す
。
長
嶋
珠
江
院
長

の
も
と
看
護
師
を
は
じ
め
清

新
な
職
員
が
担
当
し
て
い
ま

す
。
こ
の
地
で
は
、
昭
和

三
十
年
か
ら
四
十
九
年
ま
で

中
野
眼
科
大
宮
分
院
、
そ
の

後
、
初
田
眼
科
（
初
田
法
子

院
長
）
と
し
て
診
療
が
継
続

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
初
田
先

生
の
功
績
に
敬
意
を
表
し
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
期
待

に
応
え
る
べ
く
取
り
組
み
ま

す
。

学
部
卒
業
、
同
大

学
眼
科
入
局
、
一

九
九
四
年
京
都
大

学
大
学
院
医
学
研

究
科
入
学
、
大
学

院
を
一
時
休
学
し

て
一
九
九
七
年
～

　

一
九
九
一
年
京
都
大
学
医

京
都
医
療
生
協
・
中
野
眼
科　

組
織
強
化
月
間
に
あ
た
っ
て

　

こ
の
夏
は
記
録
的
な
豪
雨

と
な
り
ま
し
た
が
、
被
災
さ

れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

宮
本
和
明
・
神
経
眼
科

セ
ン
タ
ー
長
が
就
任

　

宮
本
和
明
医
師
が
八
月
か

ら
本
院
に
常
勤
で
着
任
し
ま

し
た
。
宮
本
先
生
は
、
京

大
講
師
と
し
て
長
年
に
及

び
、
神
経
眼
科
（
主
に
視
神

経
か
ら
大
脳
に
至
る
視
覚
路

疾
患
、
眼
球
運
動
系
の
異
常

な
ど
を
扱
う
専

門
領
域
）
を
京

大
病
院
の
神
経

内
科
等
の
関
連

他
科
と
連
携
し

て
診
療
に
当
た

り
、
そ
の
業
績

は
全
国
に
認
め

　

中
野
眼
科
医
院
（
本
院
）
の
神
経
眼
科
セ
ン
タ
ー
長

に
、
八
月
一
日
か
ら
宮
本
和
明
医
師
が
就
任
し
て
い
ま

す
。
次
は
宮
本
セ
ン
タ
ー
長
の
ご
あ
い
さ
つ
で
す
。

一
九
九
九
年
米
国
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
留
学
、
二
〇
〇
〇
年

大
学
院
修
了
、
神
戸
市
立
中

央
市
民
病
院
眼
科
副
医
長
、

二
〇
〇
二
年
京
都
大
学
眼
科

学
助
手
、
二
〇
〇
六
年
講
師

を
経
て
、
二
〇
一
四
年
八
月

か
ら
中
野
眼
科
医
院
に
勤
務

し
て
お
り
ま
す
。

　

京
都
大
学
で
は
神
経
眼
科

疾
患
を
専
門
に
診
療
に
当

た
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

患
者
さ
ん
の
診
察
に
、
問

診
が
非
常
に
大
切
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
神
経
眼
科
疾
患
に
お

い
て
は
そ
の
重
要
性
が
さ
ら

に
高
ま
り
ま
す
。
と
も
す
れ

ば
、
多
忙
な
大
学
病
院
で
の

診
療
で
は
蔑
ろ
に
な
り
が
ち

な
「
患
者
さ
ん
の
話
を
よ
く

聞
く
」
こ
と
を
常
に
心
が
け

て
お
り
ま
し
た
の
で
、
地
域

宮
本
医
師
が
就
任

受診者の検査をする藤田裕美医師（理事）

豊
か
な
長
寿
社
会
に
む
け
て

協
同
を
基
調
に
　
信
頼
さ
れ
る
眼
科
づ
く
り
を

長
寿
社
会
を
支
え
る

眼
科
を

　

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
八

十
歳
を
超
え
、
健
康
寿
命
も

七
十
歳
以
上
で
す
。
終
生
に

亘
る
視
覚
維
持
は
、
自
立
生

活
を
支
え
る
基
礎
で
す
。
中

野
眼
科
は
、
高
齢
者
は
も
ち

ろ
ん
、
ど
の
年
齢
層
で
も
、

安
心
し
て
受
診
で
き
る
眼
科

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

中
野
眼
科
の
設
立
母
体
法

人
で
あ
る
京
都
医
療
生
活
協

同
組
合
は
創
設
六
十
四
年
を

迎
え
ま
し
た
。
協
同
の
力

で
、
府
市
民
の
視
力
を
守

り
、
長
寿
社
会
を
支
え
て
い

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
患
者

の
皆
さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ
組
合

に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
中
野
眼
科
名
誉
院
長
）

健
康
大
学
を
二
回
開
催

　
専
門
家
か
ら
最
新
情
報

　

健
康
大
学
は
第
一
線
の
専

門
家
か
ら
最
新
の
情
報
に
つ

い
て
話
を
聞
き
ま
す
。
講
義

の
後
に
は
質
問
に
答
え
て
も

ら
え
る
機
会
も
あ
り
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
申
込

み
は
、
中
野
眼
科
受
付
か
京

都
医
療
生
協
☎
八
二
二
・
二

二
八
六
ま
で
。
定
員
は
五
十

人
。
参
加
費
は
資
料
代
三
百

円
。（
組
合
員
は
無
料
）

︹
第
一
回
︺

■�

演
題　

神
経
と
骨
・
関

節
・
筋
肉
が
危
な
い
～
生

活
機
能
病
予
防
で
自
立
し

た
長
寿
を

■�

講
師　

山
室
隆
夫
氏
（
元

京
大
病
院
院
長
）

■�

日
時　

十
月
三
十
一
日

（
金
）
午
後
二
時
～
三
時

半
■
場
所　

京
都
ア
ス
ニ
ー

︹
第
二
回
︺

■�

演
題　

最
上
、
最
善
の
白

内
障
手
術
～
見
え
方
の
質

向
上
を
目
指
し
た
取
り
組
み

■�

講
師　

中
村　

元
氏
（
中

野
眼
科
医
院
副
院
長
）

■�

日
時　

十
一
月
二
十
九
日

（
土
）
午
後
二
時
～
三
時

半
■
場
所　

本
能
寺
文
化
会
館

都
大
学
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン

を
生
か
し
て
、
さ
ら
に
質
の

高
い
眼
科
診
療
を
目
指
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

密
着
の
心
の
通
い
合

う
診
療
を
か
か
げ
る

中
野
眼
科
医
院
で
の

診
療
に
お
い
て
、
十

分
に
お
役
に
立
て
る

の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
京

　

中
野
眼
科
を
開
設
し
て

い
る
京
都
医
療
生
活
協
同

組
合
は
、
今
年
も
十
月

～
十
一
月
の
二
カ
月
間
、

「
医
療
生
協
強
化
月
間
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
は
生
協
法
が
施
行
さ

れ
た
十
月
一
日
を
記
念
し

て
全
国
の
医
療
生
協
で
取

り
組
ま
れ
て
い
る
も
の
。

　

強
化
月
間
で
は
、
無
料

眼
科
健
診
や
健
康
大
学
な

ど
を
開
催
し
て
、
患
者
さ

ん
や
市
民
の
み
な
さ
ん
の

参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
医
療
生
協
の

趣
旨
に
賛
同
し
て
、
京
都

医
療
生
協
へ
加
入
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

医
療
生
協

強
化
月
間
始
ま
る

10月～11月

　
「
津
軽
三
味
線
と
尺
八
を

楽
し
む
会
」
が
京
都
医
療
生

協
主
催
で
開
か
れ
ま
す
。

　

演
奏
は
、古
典
尺
八（
明
暗

流
）
導
主
師
範
、
津
軽
三
味

線
高
橋
竹
山
流
の
福
島
恕
水

氏
。
み
ん
な
で
う
た
う
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
。
深
ま
る
秋
の

一
日
の
楽
し
い
企
画
で
す
。

　

会
費
は
二
千
円
で
、
好
評

の
御
殿
荘
の
昼
食
付
。

■
日
時　

十
一
月
八
日（
土
）

　

�

午
前
十
一
時
～
午
後
一
時

半
■�

場
所　

左
京
区
の
聖
護
院

御
殿
荘

■�

申
込
み　

中
野
眼
科
受
付

か
京
都
医
療
生
協
ま
で
。

津
軽
三
味
線
と
尺
八
を
楽
し
む
会

　

今
年
も
、
京
都
医
療
生

協
、
中
野
眼
科
の
「
無
料

眼
科
健
診
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

眼
科
健
診
は
、
慢
性
緑

内
障
や
眼
底
の
病
気
な
ど

早
期
治
療
が
必
要
な
目
の

病
気
の
発
見
に
と
て
も
大
切

で
す
。

　

緑
内
障
は
日
本
人
の
視
覚

障
害
の
原
因
第
一
位
を
占
め

て
い
ま
す
が
、
四
十
歳
以
上

で
は
、
二
十
人
に
一
人
が
緑

内
障
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
四
十
歳
を
過
ぎ
た

ら
、
年
一
回
の
健
診
が
お

勧
め
で
す
。

　

無
料
眼
科
健
診
で
は
、

視
力
、
眼
圧
、
血
圧
等
を

検
査
し
、
医
師
が
前
眼
部

や
眼
底
な
ど
を
診
察
し
、

目
の
病
気
の
有
無
な
ど
を

伝
え
ま
す
。

■��

日
時　

十
月
二
十
四
日

（
金
）
午
後
二
時
か
ら

■��

場
所　

中
野
眼
科
本
院

（
千
本
丸
太
町
西
南
角
）

■�

診
察　

藤
田
裕
美
医
師

■��

申
込
み　

中
野
眼
科
受

付
、
又
は
京
都
医
療
生

協
ま
で
。

　

☎
八
二
二
・
二
二
八
六

地域の期待集め開設された大徳寺前診療所　診察に臨む長嶋珠江院長
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人
参
葉
の
白
和
え 

〔
材
料
〕

人
参
葉　

１／２
束
～
１
束（
１

束
の
量
に
多
少
が
あ
る
の
で
）

人
参　

少
量

木
綿
豆
腐　

150
ｇ
～
200
ｇ

白
胡
麻　

大
さ
じ
２
～
３
杯

白
味
噌　

大
さ
じ
１
杯
程
度

A
人
参
葉
の
丈
が
短
く
、
ヒ

ゲ
根
の
つ
い
た
も
の
か
ら
、

B
丈
の
長
い
、
根
が
４
～
５

㎝
に
育
っ
た
も
の
も
あ
る
。

Ⓐ
の
場
合
は
、
茎
も
細
く
柔

か
い
（
爪
で
切
れ
る
）
も
の

な
ら
、
ヒ
ゲ
根
を
除
い
て
、

洗
っ
て
全
部
使
う
。

Ⓑ
の
場
合
は
、
茎
が
太
く
固

く
な
り
食
べ
ら
れ
な
い
の

で
、
洗
っ
て
水
気
を
切
っ
た

後
、
葉
だ
け
を
摘
み
取
り
使

い
、
根
も
洗
っ
て
使
い
小
さ

め
に
切
っ
て
ゆ
が
く
。

〔
作
り
方
〕

イ
　
人
参
葉
を
塩
ひ
と
つ
ま

み
入
れ
た
熱
湯
で
柔
か
く
な

る
ま
で
ゆ
が
く
（
２
～
３

分
）。
冷
水
に
放
ち
、
水
気

を
絞
り
、
１
㎝
長
さ
に
切
っ

て
、
ほ
ぐ
し
て
お
く
。

ロ
　
豆
腐
を
３
～
４
切
に
し

熱
湯
で
ひ
と
煮
た
ち
さ
せ
て

ザ
ル
に
あ
け
、
少
し
冷
め
て

か
ら
布
巾
に
包
ん
で
軽
く
絞

る
。

ハ
　
白
胡
麻
を
香
ば
し
く

煎
っ
て
す
り
鉢
で
よ
く
す

る
。
白
味
噌
を
加
え
て
よ
く

す
り
混
ぜ
豆
腐
を
加
え
て
す

り
混
ぜ
る
。
か
た
め
の
時
は

味
醂
を
加
え
て
ゆ
る
め
る
。

㋩
に
㋑
と
人
参
の
ゆ
が
い
た

の
を
加
え
、
和
え
る
。

�

（
あ
ざ
み
班
・
田
寺
慈
子
）

　

私
た
ち
が
毎
日
の
よ
う

に
、
な
に
げ
な
く
使
っ
て

い
る
漢
字
。
あ
る
程
度
、

固
定
的
で
動
き
の
少
な
い

　
「
憲
法
を
く
ら
し
に
い
か

し
、
み
ん
な
が
輝
く
社
会
、

平
和
な
日
本
を
」
と
掲
げ

て
、
第
二
十
八
回
日
本
高
齢

者
大
会
が
、
九
月
十
二
日

（
金
）
～
十
三
日
（
土
）
の

二
日
間
、
富
山
市
内
で
開
か

れ
、
全
国
か
ら
延
べ
五
二
〇

〇
人
余
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
ま
ち
か
ら
村
か
ら
の
連

帯
で
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
高

齢
者
を
な
く
そ
う
」
と
話
し

合
い
、
全
体
会
で
は
「
集
団

的
自
衛
権
行
使
容
認
」
に
反

対
し
、
戦
争
し
な
い
平
和
な

日
本
を
つ
く
ろ
う
と
の
決
議

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

京
都
か
ら
は
五
十
一
人
が

参
加
、
京
都
医
療
生
協
か
ら

は
、
上
木
紀
介
さ
ん
と
赤
染

益
輝
さ
ん
が
参
加
し
ま
し

た
。

会
科
学
総
合

学
術
院
教
授

の
笹
原
宏
之

氏
。「
Ｎ
Ｈ

続
け
て
い
る
の
だ
。

　
「
一
所
懸
命
」
か
ら
発

音
変
化
を
経
て
、
江
戸
時

代
に
「
一
生
懸
命
」
が
派

生
し
た
の
も
、
一
つ
の
領

土
に
命
を
懸
け
た
武
家
社

会
か
ら
、
町
人
社
会
へ
と

社
会
情
勢
が
変
化
し
た
の

に
伴
っ
て
、
語
源
と
語
義

や
す
い
日
と
い
う
よ
う
な

意
味
だ
っ
た
。
仏
が
滅
す

る
と
言
う
字
面
か
ら
仏
教

信
者
の
多
い
日
本
で
不
吉

が
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
当
て
字
が
意
識
を
変

え
、
生
活
様
式
ま
で
動
か

し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
。

　

著
者
は
早
稲
田
大
学
社

か
っ
た
。
古
代
、
話
し
こ

と
ば
は
あ
っ
て
も
文
字
を

持
た
な
か
っ
た
日
本
列
島

に
住
む
人
々
に
、
中
国

か
ら
漢
字
が
も
た
ら
さ
れ

た
。
そ
れ
以
来
、
漢
字
は

日
本
の
歴
史
の
中
で
常
に

変
化
し
、
現
在
も
変
わ
り

に
対
す
る
意
識
が
移
ろ
っ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
そ

う
だ
。「
仏
滅
」
も
も
と

は
当
て
字
だ
っ
た
。
仏
滅

は
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
民

間
信
仰
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、古
く
は「
物
滅
」と
書

か
れ
、
も
の
が
無
く
な
り

Ｋ
カ
ル
チ
ャ
ー
ラ
ジ
オ　

歴
史
再
発
見
」
で
放
送
さ

れ
た
「
漢
字
と
日
本
語
の

文
化
史
」
と
い
う
番
組
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
元
に
加

筆
、
再
編
し
た
も
の
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
出
版
新
書
。
八
二
〇

円
＋
税
。　
（
亀
井　

励
）

も
の
だ
と
思
っ
て

い
た
が
、
こ
の
本

を
読
ん
で
そ
う
で

は
な
い
こ
と
が
わ

『
漢
字
に
託
し
た

「
日
本
の
心
」』

記念講演するドイツ文学者の池田香代子さん

左
京
区
　
上
木
　
紀
介 

さ
ん

 

高
齢
者
大
会
に
参
加
し
て

　

私
は
芸
術
家
国
保
組
合
の

運
営
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た

が
、
昨
年
退
任
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
政
府
は
集
団
的

自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決

定
を
強
行
し
、
医
療
・
介
護

総
合
法
案
を
世
論
の
反
対
が

盛
り
上
が
る
前
に
強
行
採
決

し
ま
し
た
。
安
倍
政
権
の
数

の
お
ご
り
が
甚
だ
し
く
、
目

に
余
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
原
発
事
故
の
究
明

も
そ
こ
そ
こ
に
原
発
を
再
稼

働
す
る
動
き
や
沖
縄
県
辺
野

古
の
新
基
地
建
設
強
行
な

ど
、
こ
の
国
の
か
た
ち
や
進

路
が
大
き
く
変
え
ら
れ
よ
う

と
す
る
大
事
な
時
期
に
さ
し

か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
時
期
に
初
め
て

高
齢
者
大
会
に
参
加
し
て
気

付
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

戦
後
六
十
九
年
、
我
々
は

豊
か
な
生
活
を
求
め
て
競
争

原
理
の
社
会
で
働
き
続
け
、

今
高
齢
者
の
仲
間
入
り
を
し

ま
し
た
。
自
分
の
力
で
稼
い

で
き
た
と
自
負
す
る
男
性

は
、
自
立
や
自
己
責
任
の
意

識
が
強
く
、
困
っ
た
時
や
苦

し
い
時
に
、「
助
け
て
」
と

言
え
な
い
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
高
齢
者
こ
そ
人
と
交
わ

り
、
一
人
で
悩
ま
な
い
で
、

共
に
力
を
合
わ
せ
て
生
き
て

い
く
共
生
社
会
を
築
い
て
い

社
会
実
現
に
向
け
、
私
も
共

に
働
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

富
山
で
日
本
高
齢
者
大
会

　

熱
気
あ
ふ
れ
る
五
二
〇
〇
人

　

句
集
最
後
の
柱
は
溢
れ

る
ご
と
き
家
族
愛
だ
。（
中

略
）
や
や
甘
す
ぎ
る
作
品

も
こ
れ
ま
で
の
杉
山
さ
ん

の
句
風
か
ら
し
て
無
理
か

ら
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ

エ
プ
ロ
ン
の
似
合
ふ
妻
な
り
花
楓

毛
糸
編
む
妻
は
や
母
の
顔
を
し
て

馬
肥
ゆ
る
伝
ひ
歩
き
の
児
の
脚
も

俳
句れ

は
か
つ
て
、
彼
が
お
父

上
か
ら
掛
け
て
も
ら
っ
た

愛
情
の
受
け
渡
し
に
な
る

の
だ
ろ
う
。

（
野
中
亮
介
、
杉
山
哲
也

ノ
ー
ト
よ
り
。
Ｈ
・
Ｔ
）

杉
山
哲
也
句
集
『
留
学
』
よ
り

　

以
前
の
参
加
者
か
ら
、
お

年
寄
の
元
気
さ
に
驚
い
た
と

聞
い
て
い
ま
し
た
が
そ
の
と

お
り
で
し
た
。
特
に
み
ん
な

声
が
若
い
！　

目
を
閉
じ
て

聞
い
て
い
る
と
ま
る
で
青
年

集
会
で
し
た
。

　

富
山
駅
に
降
り
立
つ
と
、

ビ
ル
一
階
の
お
店
に
歓
迎
の

ポ
ス
タ
ー
が
。
大
会
資
料
の

冊
子
に
は
各
界
諸
団
体
と
沢

山
の
企
業
の
広
告
、
そ
し
て

全
体
会
に
は
富
山
市
長
（
代

理
）、
県
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
長
、
県
生
協
連
合
会

会
長
が
臨
席
し
、
代
表
が
挨

拶
。
地
元
実
行
委
員
会
の
奮

闘
と
各
団
体
の
日
頃
の
地
道

な
活
動
ぶ
り
が
う
か
が
え
ま

し
た
。

　

学
習
講
座
で
は
、
そ
の

一
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
庶
民

の
暮
ら
し
」、
そ
の
二
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
が
壊
す
日
本
の
食
と
農

業
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

池
田
香
代
子
さ
ん
の
記
念

講
演
は
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
つ

つ
も
、
真
面
目
に
物
を
書
い

て
い
る
人
の
シ
ビ
ア
な
日
常

が
垣
間
見
え
て
貴
重
で
し

た
。「
安
倍
首
相
は
息
を
つ
く

よ
う
に
嘘
を
つ
く
」と
い
う
言

葉
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

福
島
・
沖
縄
の
現
地
報
告

に
は
、
日
本
の
貧
困
と
危
険

の
集
中
的
犠
牲
的
な
現
れ
を

痛
感
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
全
国
の
教
訓
を
聞

　

三
十
四
回
め
の
「
平
和

の
た
め
の
京
都
の
戦
争
展
」
が
八
月
五
日
か
ら
九
日
ま

で
、
立
命
館
大
学
国
際
平
和

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
中
野
記
念

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
三
千
五
百

人
が
参
観
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
戦
争
展
は
、「
広

島
長
崎
の
被
爆
の
実
相
」

「
原
爆
と
原
発
」「
集
団
的
自

衛
権
っ
て
何
？
」「
も
っ
と

憲
法
九
条
を
輝
か
せ
よ
う
」

な
ど
の
テ
ー
マ
で
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
中
野
眼
科
創

立
者
で
あ
る
中
野
信
夫
先
生

が
イ
ン
パ
ー
ル
戦
に
軍
医
と

し
て
従
軍
し
た
体
験
の
ス

ケ
ッ
チ
十
点
な
ど
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

インパール作戦のスケッチと
中野信夫軍医コーナー

　

中
野
眼
科
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
、
特
に
眼
科
専
門
領
域

の
緑
内
障
や
日
帰
り
白
内
障

手
術
、
加
齢
黄
斑
変

性
に
対
す
る
硝
子
体

内
注
射
、
緑
内
障
や

網
膜
疾
患
へ
の
レ
ー

ザ
ー
治
療
の
紹
介
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
目
の
病
気
に

つ
い
て
」
の
ア
イ
コ
ン
内
に

あ
る
緑
内
障
を
ク
リ
ッ
ク
し

て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
緑
内

障
の
種
類
、
検
査
方
法
、
治

療
法
、
中
野
眼
科
で
の
取
り

組
み
、
よ
く
あ
る
質
問
等
の

答
え
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
診
療
所
案
内
や
診

療
の
予
約
は
、
多
く
の
方
々

に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
に
つ

い
て
は
、
京
都
コ
ン
タ
ク
ト

レ
ン
ズ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の

種
類
や
特
性
、
使
用
上
の
注

意
事
項
や
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン

ズ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
案

体
で
あ
る
京
都
医
療
生
活
協

同
組
合
の
沿
革
も
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

�

（
Ｙ
・
Ｓ
）

内
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
中
野
眼

科
、
京
都
コ
ン
タ
ク

ト
レ
ン
ズ
の
運
営
母

せ
い
ぜ
い
ご
活
用
下
さ
い

『
中
野
眼
科
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
』

左
京
区
　
赤
染
　
益
輝 

さ
ん

年末年始の診療時間のご案内
駅前 朝日 四条 本院

2014年
12 ・ 29㈪

� 30㈫

� 31㈬

2015年
1 ・1㈭

� 2㈮

� 3㈯

� 4㈰

� 5㈪

休　　診

通 常 通 り

10：00～13：00
14：00～17：00

通 常 通 り

き
、
各
地
で
医
療
生
協
が
地

域
の
健
康
・
福
祉
・
医
療
等

の
分
野
で
、
要
と
も
い
う
べ

き
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

く
必
要
が
あ

る
と
強
く
感

じ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た

ち
は
「
の
び

の
び
と
」、

若
者
た
ち
は

「
は
つ
ら
つ

と
」、
お
年

寄
は
「
い
き

い
き
と
」
と

実
感
で
き
る

 

平
和
の
た
め
の
戦
争
展

 

中
野
先
生
の
ス
ケ
ッ
チ
展

　
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
従
軍
記
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10
月
の
献
立

厚
生
労
働
省
が
七
月
末
に
平
均
寿
命
を
発
表
し
ま
し
た
。
男
は
八
〇
・
二
一
歳
、

女
は
八
六
・
六
一
歳
で
世
界
一
で
し
た
。
国
民
皆
保
険
制
度
の
果
し
た
成
果
で
す
。

保
険
で
良
い
医
療
を



1 0 ： 0 0 ～
1 7 ： 0 0
1 0 ： 0 0 ～
1 7 ： 0 0
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